
 

～
主
な
発
言
内
容
～ 

◎
プ
ロ
パ
ー
社
員
は
親
会
社
の
社
宅
に

入
れ
な
い
し
乗
車
パ
ス
も
な
い
。
エ
リ

ア
本
部
で
考
え
て
ほ
し
い
。 

◎
盛
岡
以
北
の
転
勤
者
が
多
く
、
次
は

エ
ル
ダ
ー
と
い
う
声
も
あ
り
不
安
。 

◎
事
案
が
あ
っ
て
も
組
合
に
提
案
ダ
イ

ヤ
を
出
さ
な
い
。
分
会
を
通
し
て
会
社

を
詰
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
点
呼
明

け
の
人
間
が
夜
行
便
乗
務
と
な
っ
て
い

る
。
勤
務
扱
い
な
ど
問
題
で
は
？ 

◎
エ
ル
ダ
ー
に
な
っ
て
賃
金
が
半
分
の

１５
万
円
。
家
族
七
人
で
は
無
理
だ
。
制

度
の
在
り
方
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。 

◎
雪
害
で
三
回
チ
ェ
ー
ン
を
か
け
た
が 

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
大
変
。
会
社
は
、

切
れ
た
ら
自
分
で
直
せ
と
言
っ
て
る
。 

◎
無
呼
吸(

Ｓ
Ａ
Ｓ)

で
Ｄ
判
定
で
も
会

社
は
何
も
言
わ
な
い
。
勤
務
扱
い
は
？ 

◎
分
会
大
会
で
、
分
会
集
会
を
会
社
施

設
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
会
社
も

Ｏ
Ｋ
し
て
る
。
執
行
委
員
会
、
分
会
情

報
の
発
行
な
ど
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
※
制
度
的
な
問
題
は
、
エ
リ
ア
本

部
が
労
働
協
約
改
定
時
、
意
見
集
約
を

行
い
申
し
入
れ
を
行
い
ま
す
。 

以
上 

東
日
本
自
動
車
協
議
会 

定
期
委
員
会
開
催 

 

恒
例
に
よ
り
唐
沢
副
議
長
の
司
会
と

議
長
を
兼
ね
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
丸
山

議
長
が
「
関
越
道
、
北
陸
道
と
事
故
が
相

次
い
で
発
生
し
た
が
、
職
場
の
点
検
活
動

が
と
て
も
大
切
で
あ
る
。 

関
東
で
小
松
君
が
加
入
し 

た
が
、
一
方
で
高
齢
化
も 

進
ん
で
い
る
。
本
委
員
会 

で
、
拡
大
し
て
い
く
に
は
ど
う
い
う
運
動

が
良
い
か
議
論
し
て
い
た
だ
き
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
。 

 

来
賓
と
し
て
東
日
本
本
部
佐
藤
書
記

長
よ
り
、
四
点
に
わ
た
り
提
起
が
さ
れ
ま

し
た
。 

一
、
安
倍
反
動
政
治
に
対
し
、
統
一
自
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第27回 

 

２
月
１７
日(

火)

～
１８
日(

水)

長
野
県
小
諸
市
、
小
諸
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
に

お
い
て
、
第
２７
回
国
労
東
日
本
自
動
車
協
議
会
定
期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
か

ら
２８
名
が
参
加
。
職
場
の
問
題
点
を
は
じ
め
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど

活
発
な
討
論
を
行
い
、
共
に
頑
張
る
決
意
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

「
原
発
の
な
い
福
島
県
民
大
集
会
」 

３
月
１４
日(

土)

１２
時
３０
分
開
会 

福
島
市
・
あ
ず
ま
総
合
体
育
館 

 

一人はみんなのために みんなは一人のために 


